
日露の観光交流
さらなる促進へ
二階・自民党幹事長らがロシア訪問団

フォトリポート

観
光
集
客
実
人
員
は

万
人
、前
年
比

％
増

横
浜
市

平
成

年

前年比．％の増に
観光消費額は億円
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フォーラムで講演する二階幹事長。平和条約締結など日露両国の関係改善へ、観光を
軸とした民間交流の促進を強調した

シンポジウムで発言する山形県の吉村知事

モスクワ大学

モスクワとサンクトペテルブルグをおよそ３時
間半で結ぶ新幹線「サプサン号」

クレムリン（モスクワ）。ロシア連邦の大統領府や大
統領官邸が置かれている

アトラクションのマグロの解体ショーに二階幹事長、林幹雄
幹事長代理も参加。来場者にマグロの握りずしが振る舞われ
た

エルミタージュ美術館（サンクトペテルブルグ）。ロシアの
国立美術館。年、「サンクトペテルブルグ歴史地区と関
連建造物群」として世界遺産に登録された

エカテリーナ宮殿（サンクトペテルブルグ）。
ピョートル大帝が造った夏の宮殿

　
横
浜
市
文
化
観
光
局
観
光
振
興

課
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成

年
（
１

～

月
）
の
観
光
集
客
実
人
員
と

観
光
消
費
額
の
数
値
を
公
表
し

た
。
「
平
成

年
度
横
浜
市
観
光

動
態
消
費
動
向
調
査
」
を
基
に
推

計
し
た
結
果
、
観
光
集
客
実
人
員

は
３
６
３
１
万
人
、
観
光
消
費
額

は
３
５
５
７
億
円
だ
っ
た
。

　
人
員
は
前
年
比
０
・
５
％
増

（

万
人
増
）
。
消
費
額
は
同


・
３
％
増（
３
６
２
億
円
増
）と
、

と
も
に
増
加
し
た
。

　
宿
泊
で
は
人
員
が
７
・
７
％
、

消
費
額
が

・
５
％
そ
れ
ぞ
れ
増

加（

万
人
増
、４
６
０
億
円
増
）。

日
帰
り
で
は
人
員
が
０
・
５
％
、

消
費
額
が
４
・
７
％
そ
れ
ぞ
れ
減

少
（

万
人
減
、

億
円
減
）
し

た
。

　
市
内
の
「
観
光
施
設
」
「
観
光

交
通
機
関
」
「
観
光
イ
ベ
ン
ト
」

「
宿
泊
施
設
」
の
入
館
者
等
（
合

計
２
４
１
カ
所
）
を
合
計
し
た
延

べ
数
は
前
年
比

・
８
％
増
。
宿

泊
施
設
で
は
、
「
磯
子
・
金
沢
」

地
区
の
み
が
減
少
し
、
ほ
か
は
増

加
し
た
。

横浜みなとみらい地区

　
自
民
党
の
二
階
俊
博
幹
事
長
（
全
国
旅
行
業
協
会
会
長
）
は
じ
め
日
本
の
政
界
、
経
済

界
、
観
光
団
体
ト
ッ
プ
な
ど
お
よ
そ
２
０
０
人
が
４
月

日
か
ら
５
月
１
日
ま
で
、
ロ
シ

ア
の
モ
ス
ク
ワ
と
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
訪
問
。
現
地
の
政
財
界
関
係
者
ら
と
両
国

の
交
流
促
進
に
向
け
て
意
見
交
換
し
た
（
先
週
号
既
報
）
。
モ
ス
ク
ワ
で
行
わ
れ
た
「
日

本
・
ロ
シ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
観
光
な
ど
三
つ
の
分
野
で
両
国
関
係
者
が
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
。
日
本
側
か
ら
二
階
幹
事
長
ほ
か
、
日
本
航
空
の
植
木
義
晴
会
長
、
日
本
旅
行
業

協
会
の
志
村
格
理
事
長
、
広
島
県
の
湯
﨑
英
彦
知
事
、
山
形
県
の
吉
村
美
栄
子
知
事
、
国

土
交
通
省
の
秋
元
司
副
大
臣
ら
が
発
言
し
た
。
日
本
側
参
加
者
は
２
都
市
の
主
要
観
光
地

も
訪
れ
、
現
地
の
観
光
事
情
を
視
察
し
た
。


